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要 約 

 令和 2年 8月の牛豚等小委員会（小委）において、離乳豚は 50～60 日例での豚熱ワクチ

ン（ワクチン）接種が提言された。その後の免疫付与調査等を踏まえ、予防的ワクチン接種

開始当初にワクチン接種を実施した母豚（第 1 世代）から産出された母豚（第 2世代）は、

免疫付与が不十分なことが判明し、小委では第 2 世代が分娩する離乳豚へのワクチン接種

時期の前倒し等を提言した。この提言を受けて、都内で飼育されている母豚のワクチン抗体

価を ELISA により測定した結果（S/P 値）を基に離乳豚のワクチン接種時期を設定した。都

外でワクチン接種し、導入された肥育豚（都外豚）と都内で S/P 値を基にワクチン接種した

肥育豚（都内豚）の ELISA 検査を実施したところ、疑陽性を除いた抗体陽性率が都外豚で

66%（N=70）、都内豚が 84%（N=95）と都内豚が高い陽性率だった。令和３度採材の 233 検体

の S/P 値及び中和抗体価の比較を実施したところ高い相関性が認められたが、個体により

バラツキもみられたことから、より正確なワクチン接種時期を設定するため令和 3年 11月

以降採血した全母豚（N=95）に中和抗体価に基づいたワクチン接種時期の設定を行った。今

後はこのプログラムをもとにワクチン接種を実施する。また適宜、母豚抗体価のモニタリン

グで接種時期の更新を行い効果的なワクチン接種を行うことで、都内養豚農家での豚熱発

生防止に寄与する。 

 

 離乳豚の豚熱ワクチン接種について

は、いわゆる第 1世代といわれるワクチ

ン初回接種母豚から産まれた子豚で、ワ

クチンブレイクが多発した背景を踏ま

え、令和 2年 8月に小委にて 50～60 日齢

に接種を後ろ倒しにすることが提言され

た。その後もワクチン接種農場にて、豚

熱発生が続き、翌年 3月の小委では、農

場ごとに傾向を把握したうえで、第 2世

代については接種時期の前倒しを含め、

適齢期の検討が必要と提言された。当所

では、令和 2年度に実施した豚熱免疫付

与状況確認検査において、第 1世代母豚

間の抗体価のばらつきを確認しており

（図 1）、第 2世代においても抗体価のば

らつきが想定され、また、都内農場の母

豚は全て耳標管理されており、規模も比

較的小さいことから、世代を問わず母豚

1頭 1頭に離乳豚のワクチン接種時期を

設定することを検討した。 

 

 



材料及び方法 

材料 尾静脈または頚静脈から採取した

血液を 3000rpm、15 分遠心分離し血清を分

離後、。56℃30 分で非動化を実施した。 

検査方法 

 ・ELISA 抗体検査：抗体検査キット（豚

コレラエライザキット II、JNC（株）、令和

2 年 9月から（株）ニッポンジーン）を用

いた抗体検査を実施した。 

 ・中和抗体検査：CPK-NS 細胞を用いた

マイクロプレート法で実施した。被検血清

50ul を 2 倍階段希釈し、等量の豚熱ウイ

ルス液(200TCID50/0.1ml)と混合し、37℃

で 1時間反応後、細胞浮遊液 100ul(約 100

万個/ml)を滴下し、5℃CO2で 7日間培養し

た。判定は細胞に顆粒状の特異な CPE を認

めない最高希釈倍率の逆数を NT 抗体価と

し、抗体価 2倍以上を陽性、2倍未満を陰

性とした。 

 

結果 

１ ELISA 検査結果（S/P 値）による母豚

ごとの離乳豚ワクチン接種時期設定 

 抗体価が低い母豚から産まれる子豚に

ついて、50 日齢よりも前倒しで接種する

ことを目的に令和 3 年度 7 月までに 6 農

場 84 頭の母豚で S/P 値をもとに接種適期

を設定し農場と共有した。（図 2、図 3） 

 

 

 

 S/P 値に基づくワクチン接種効果を検

証するため、S/P 値を基にワクチン接種

した 95 頭の肥育豚（都内豚）及びワクチ

ン接種済の肥育素豚を他県から導入して

いる 3農場 70頭の肥育豚（都外豚）の

ELISA 抗体検査を実施した。都内豚は陽

性 84%、疑陽性 5%、陰性 11%であり概ね

適切なワクチン接種ができていると考え

られる。一方、都外豚は陽性 66%、疑陽

性 13%、陰性 21%となり、S/P 値に基づく

ワクチン接種群より陽性率が低いことが

分かった。（図 4） 

 

２ ELISA 検査における陰性及び疑似陽

性群の中和抗体価分布 

 豚熱予防に関するワクチン抗体の評価

は、中和抗体価を使用していることから、

ELISA 検査陰性及び疑陽性だった 69 検体

について中和抗体検査を実施した。ELISA

検査で陰性だった個体のうち 2 倍以上の

中和抗体を持つ割合は 20.8%(10/48)、2倍

以下の割合は 79.2%(38/48)だった。一方、

ELISA検査で疑陽性だった個体が2倍以上



の中和抗体を持つ割合は 76.2%(16/21)、2

倍以下の割合は 23.8%(5/21)だった。（図

5） 

 

 疑陽性個体は免疫付与状況確認検査の

追加接種の検討の際は、抗体が陽転する可

能性を見込み、陽性とみなしてよいとされ

ているが、ELISA 検査の非特異反応と思わ

れる疑陽性でも中和抗体を持たない個体

を認めたため、疑陽性個体であっても注意

が必要と考えられた。 

３ 第 1 世代及び第 2 世代母豚の抗体価

比較 

 第 2 世代母豚の抗体価が低い傾向にあ

ることから、第 1世代 79頭及び第 2世代

17 頭の S/P 値を比較した。（図 6） 

小委にて示された全国のデータは第 2 世

代の抗体価が相対的に低い分布となって

いるが、都内農場においては相関性を認め

ず抗体価のばらつきが多い結果となり、第

2 世代の抗体価が低い傾向はみられなか

った。そのため、都内では世代を問わず母

豚それぞれの抗体価をもとにワクチン接

種することが有効であると考えられた。 

４ 離乳豚の移行抗体価と接種後の抗体

価の関係 

 離乳豚のワクチン接種時の移行抗体価

及びワクチン接種後の概ね 50 日から 90

日の間で中和抗体価の推移を確認した。ワ

クチン接種時に概ね 4 倍以下の移行抗体

価だった子豚は、ワクチン接種後大きく抗

体価が上昇した。一方、ワクチン接種時の

移行抗体価が 10～44 倍程度の接種群は、

その後の中和抗体価の上昇が鈍い傾向に

みられ、中には接種後の中和抗体価が 2倍

以下の個体も散見された。（図 7） 

 

 中和抗体陰性個体も抗体価が上昇する

可能性があるが、接種後何日で上昇が起こ

るのか、また接種後何日で何かしらの免疫

反応が起こり、豚熱を防ぐことができるの

か、引き続きの調査が必要と考えられる。 

 ワクチン接種前の離乳豚 53 頭について

移行抗体価を測定し、母豚の抗体価が 128

倍、256 倍及び 256 倍以上に分けてグラフ

に示した。（図 8） 



 概ね兄弟間での移行抗体価のバラツキ

は少なくなっており、回帰直線をもとに推

定される移行抗体価の半減期を調査した

結果、13.6 日、12.5 日、14.0 日となった。

推定される半減期のバラツキは少なく概

ね一定の比率で抗体価が減少していると

考えられた。小委が調査したデータでは、

半減期はおよそ 11.2 日であるが都道府県

間のデータには大きくバラツキも認めら

れたと報告されている。今回の調査では、

256 倍の母豚群で計測した半減期 12.5 日

が相関係数について最も高く、小委の報告

した推定値とも近いものになった。 

 

ワクチン接種適期についての検討 

 令和 3 年 9 月までに、繁殖豚に 3 回目

の一斉ワクチン接種を行った。豚コレラ防

疫史 1)では初回接種を受けた個体の中和

抗体価は 3 ヶ月程度かけて上昇すると記

載があるため、それを参考にワクチン接種

から 3ヶ月間以上経過した後、再度、都内

母豚の抗体価状況を調査した。5 農場 94

頭の母豚の農場採血を行い、S/P 値と中和

抗体価をそれぞれ測定し、改めて子豚のワ

クチン接種適期を検討した。（図 9） 

 

 接種時期の検討にあたり、S/P 値と中和

抗体価のどちらを採用するか決めるため、

令和 3 年度採材した 233 頭の S/P 値及び

中和抗体価を測定し、その相関性を確認し

た。（図 10） 

 

 互いに高い相関性は認められるものの、

一部にはばらつきがあり、中には大きく乖

離しているものが認められた。そのため、

S/P 値のブレが生じる可能性を踏まえ、ワ

クチン接種適期の決定にあたっては中和

抗体価を用いることにした。 

 農場ごとに母豚の中和抗体価をもとに

子豚の接種時期を試算した。移行抗体価の

半減期は，さきほどの調査結果をもとに

12.5 日で試算した。具体例として A 農場

のデータを図 11 に示す。S/P 値同様、中

和抗体価でも世代を問わず様々な抗体価

の母豚が存在しており、都内では世代を問

わず、母豚 1 頭 1 頭にあわせたワクチン

接種を行うことが重要であると考える。今

後はこのデータを農場と共有し、引き続き

適切なワクチン接種を実施する予定であ

る。また定期的に母豚のモニタリング実施

し、データを更新していく。 

 

 

まとめ 



 ワクチン接種で農場に訪問する都度、次

回のワクチン接種予定群の生年月日及び

母豚の確認を行い、離乳豚の接種日を調整

した。農場主に対しては、母豚によって移

行抗体が早期に消失する個体、長期間残存

する個体がいること、そのため、母豚に応

じた離乳豚のワクチン接種日齢の調整が

有効であることについて繰り返し説明を

した。結果、農場主も適期にワクチン接種

することについて、徐々に高い意識を持つ

ようになった。 

農場の母豚ごとに抗体価をきめ細かく

把握することで、離乳豚に高い免疫付与

率を持たせ、豚熱発生のリスクを下げる

ことが可能となった。今回作成した中和

抗体価データは農場と共有し、引き続き

適期にワクチン接種を進めていく。 

また、抗体価の低い母豚のうち、特に

ワクチン接種歴が少ないものは、ワクチ

ン接種時に抗体価が上昇していないか、

より慎重に把握する必要があると考えら

れた。実際、都内で接種した肥育豚のう

ち抗体陰性が多かった群は、母豚を低抗

体価と把握していたが、実際のワクチン

接種時には母豚の抗体価が上昇してお

り、結果的に適期より前に接種してしま

ったものが認められた。そのため抗体価

の低い母豚のうち特にワクチン接種歴が

少ないものは、ワクチン接種時に抗体価

が上昇していないか、より慎重に把握す

る必要があると考えられた。こういった

可能性のある母豚は事前に把握し、接種

前に確認のうえワクチン接種する予定で

ある。 
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